· シニアとの交流会演出について

１、開会に先立ち、現在までの活動報告「過去の周年単位での事業の移り変わり、全国大会等の事業風景をスクリーンにて紹介、現在までの一連の流れをビジュアルで披露」
　　

２、シニアクラブ会長挨拶の後、代表としてＰＲピンバッチを船橋理事長からシニア会長へ直接お渡しする。

３、乾杯の後、司会の紹介からのアナウンスの後、理事メンバーは同席の先輩諸兄へお渡しする。

４、会中程、ＡＳＰＡＣ山形大会誘致紹介（夢を現実にする特別委員会　さん）

５、齋藤実行委員長より決意の言葉をいただき、全体記念撮影。
ビジュアルで始まり、現役メンバーの活動を伝え、最後は現役とシニアとの一体感を出し絆を深めます。

（1） 活動報告は東北地区回り国内ＢＩＤを取得し、本年のソニー氏来形の流れの写真をスクリーンにて上映予定

（2） ピンバッチはステージ上にて理事長よりシニアクラブ会長へ、各テーブルの理事メンバーは同席しているシニアのメンバーへお渡しください。

· シニアとの交流会　ブース展示（案）

※過去事業に学ぶ資料の掲示
1、 歴代事業の紹介展示（LOM外褒賞・花火大会の資料等）

（会の中に担当委員長からのインタビューを頂戴します）

（花火大会Tシャツ、過去のタブロイド、ポスター等）

· 出席された歴代花火大会の特別委員長、本部長一名をご紹介させていただき、インタビューを頂戴します）

· 現役の今の活動の掲示

１、東日本大震災、復興活動の報告（スライドショーで披露）

２、本年度事業の資料の掲示

· 夢を現実にする特別委員会、ASPAC誘致活動記録の展示

３、過去事業インタビュー
・担当委員会メンバーの先輩諸兄をご紹介。

・担当委員長より当時のトピックス等のスピーチを頂戴（３分程度）

先輩のスピーチを受け、本年の委員会、委員長より現在の状況等を報告を先輩へ返す。

